
I-33 派勧式クイたちエラムの碁成安裟

澪「欠学訪災形7先″ ヱ資  オ寸

沖力人撃エタ'「  二 資 O各

奉 実験 体 ク イlr t  n薇動れこの設 言|な うグ′・微 皮のため の資′|を 4`日 的ざ ノ室 内用小 ■

旅勧栂`nぃ て模型クイのIf込み特ti■1有なしたものどある。

実験犠置はぢ姜-1に ふすような試料槽 (内 ノリ_

晨さf30mノ幅 75 Cn,深き75m)に 配合のよい砂

噴ユ試料 (合水毛脅`%)`γ 看にわけて締口め(

庫t ttPな皮●ムJιシ̀"3)ノこれをぞ験地壼としてこの

夕に凍型クイ(盪ぎ`οoれ′直乞θ.夕′4θ′βθι")

`小ツ琢勿概で`お込んだ。派多様ぼニカ磁′じ式ざ晨

ぇ上下起坂力は′」θ%(2,σイθ γ′″)ざある・

力籍オ弘ιじてはクイの記下達慶卜4ぼ す振動次

F′庭派〃′=′派'力概重量7(附 カロ圭fFを t りヽの

影響蒼詢ギるためノニた'黎子をえイしよにて直径φ

卑具一f

の壊t43′全のクイのえf達皮t計渕した。またタイの派動lt■よがタイクえ下に宏霧を脚

葎があると澪われたのていノクイの振動派.蝙の計利ι衛せて′テなった。       |

宅較毎果のう3主昇ま1のを示すと121-′″θのようて
｀
あ`。

本Z千鬼の 孝́βに達薇二十囃衛イ7え補勁全によって行をつたことを言こし′菌孫を仏に深謝

のttな わしたヽ1とき)。
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